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加
藤
官
房
長
官
も
着
任
早
々
の
月
刊

誌
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
厚
労
省
の
分
割

に
つ
い
て
も
、
不
断
に
議
論
し
て
い
く

べ
き
」
と
の
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。
こ

の
陣
容
で
厚
労
省
再
編
が
議
論
さ
れ
な

い
は
ず
が
な
い
。

最
初
の
挫
折
は
09
年
の
麻
生
内
閣
時

代
。
言
い
だ
し
っ
ぺ
は
渡
辺
恒
雄
・
読

売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
代
表
取
締
役
主

筆
だ
っ
た
。
渡
辺
氏
は
「
た
っ
た
１
人

の
大
臣
で
20
兆
円
超
の
予
算
執
行
を
統

括
す
る
の
は
お
か
し
い
」
と
、
５
月
15

日
に
開
催
さ
れ
た
政
府
の
「
安
心
社
会

実
現
会
議
」で
発
言
し
、
厚
労
省
を「
雇

用
・
年
金
省
」
と
「
医
療
・
介
護
省

（
庁
）」
に
分
割
す
べ
き
と
提
案
し
た
。

麻
生
総
理
は
そ
れ
を
引
き
取
っ
て
、

医
療
・
介
護
・
年
金
等
を
所
管
す
る「
社

会
保
障
省
」
と
、
雇
用
対
策
や
少
子
化

対
策
等
を
所
管
す
る
「
国
民
生
活
省
」

に
分
割
す
べ
き
と
考
え
、
与
謝
野
馨
経

済
財
政
担
当
相
に
指
示
を
し
た
。
舛
添

要
一
厚
労
相
は
「
一
度
暇
だ
っ
た
ら
私

の
答
弁
回
数
を
数
え
て
見
て
く
だ
さ
い
」

と
、
厚
労
相
の
大
変
さ
を
マ
ス
コ
ミ
に

ア
ピ
ー
ル
。
確
か
に
19
年
に
自
民
党
が

調
査
し
た
結
果
で
も
、
18
年
度
中
の
厚

労
省
の
国
会
で
の
答
弁
回
数
は
８
３
２

７
回
で
、
２
番
目
に
多
か
っ
た
国
土
交

通
省
の
４
２
８
０
回
に
比
べ
て
２
倍
近

く
に
上
っ
た
。
当
然
大
臣
の
答
弁
回
数

も
そ
れ
に
比
例
し
て
多
い
。
職
員
の
悲

惨
な
ま
で
の
長
時
間
労
働
の
実
態
か
ら

「
強
制
労
働
省
」
の
呼
び
名
ま
で
あ
る
。

厚
労
族
の
反
対

だ
が
、
分
割
論
は
わ
ず
か
２
週
間
足

ら
ず
で
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
。
自
民
党

内
の
厚
労
族
か
ら
の
強
烈
な
反
対
に
遭

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
タ
ブ
ー
視

さ
れ
て
い
た
「
幼
保
一
元
化
」
の
議
論

に
ま
で
飛
び
火
し
た
か
ら
だ
。
５
月
29

日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
具
体
案
を

提
出
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
直
前
に
な

り
撤
回
。
麻
生
首
相
自
身
も
「
最
初
か

ら
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
」「
厚
労
省
だ
け

を
例
に
引
い
て
直
ち
に
分
割
し
ろ
と
い

う
話
は
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
火
消
し

に
躍
起
に
な
っ
た
。

２
度
目
の
挫
折
は
16
年
５
月
。
小
泉

進
次
郎
氏
が
当
時
事
務
局
長
を
務
め
た

自
民
党
「
２
０
２
０
年
以
降
の
経
済
財

政
構
想
小
委
員
会
」
が
、
厚
労
省
を
①

年
金
、
医
療
、
介
護
の
「
社
会
保
障
」、

②
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
の
「
子

ど
も
子
育
て
」、
③
雇
用
、
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
女
性
支
援
の
「
国
民
生
活
」
の
３

省
に
分
割
す
る
か
、「
子
ど
も
子
育
て
」

と
「
国
民
生
活
」
を
ま
と
め
て
２
省
に

分
け
る
案
な
ど
を
提
示
。
分
割
せ
ず
に

大
臣
を
２
人
置
く
案
も
併
記
さ
れ
た
。

小
泉
氏
は
「
国
家
予
算
の
４
割
を
抱
え

て
い
る
厚
労
省
に
大
臣
１
人
、
担
当
主

計
官
２
人
体
制
で
本
当
に
い
い
か
」
と

指
摘
。
当
時
の
田
村
憲
久
厚
労
相
も
小

委
の
提
言
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
が
、
そ

の
ま
ま
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

３
度
目
の
挫
折
は
18
年
９
月
。
甘
利

明
氏
を
本
部
長
と
す
る
自
民
党
の
行
政

改
革
推
進
本
部
が
、
省
庁
再
々
編
に
関

す
る
提
言
を
と
り
ま
と
め
た
。
01
年
の

１
府
12
省
庁
へ
の
再
編
を
「
数
を
減
ら

す
こ
と
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
戦
略
性
、

機
動
性
が
損
な
わ
れ
た
」
と
断
罪
。
業

務
が
過
大
に
な
っ
た
厚
労
省
の
あ
り
方

の
見
直
し
と
、
子
育
て
政
策
を
担
う
官

庁
の
一
元
化
を
提
案
し
た
。

当
時
、
甘
利
氏
の
周
辺
は
「
波
風
が

立
つ
の
を
避
け
る
た
め
、
党
側
か
ら
は

今
の
省
庁
体
制
の
問
題
点
を
列
挙
す
る

に
と
ど
め
る
。
政
府
の
ほ
う
か
ら
厚
労

省
分
割
の
よ
り
具
体
案
を
出
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
こ
の
問
題
は
安
倍
首
相

と
、
当
時
の
加
藤
勝
信
厚
労
相
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
、
す
で
に
安
倍
政
権
は
森
友
・

加
計
問
題
の
長
期
化
で
立
ち
往
生
し
て

い
た
。
内
閣
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
さ
れ

て
い
た
憲
法
改
正
や
拉
致
問
題
も
一
向

に
前
進
し
な
い
ま
ま
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

と
言
わ
れ
た
好
況
も
終
わ
り
を
告
げ
、

徐
々
に
黄
昏
の
刻
を
迎
え
て
い
た
た
め
、

厚
労
省
分
割
と
い
う
大
仕
事
を
成
し
遂

げ
る
だ
け
の
政
治
的
体
力
が
最
早
残
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

根
深
い
歴
史
的
経
緯

厚
労
省
の
前
身
は
、
１
８
７
３
年
に

文
部
省
に
設
置
さ
れ
た
医
務
局
に
ま
で

遡
る
。
そ
の
２
年
後
、
内
務
省
衛
生
局

へ
移
管
・
改
称
。
１
９
３
８
年
に
当
時

の
寺
内
寿
一
陸
軍
大
臣
が
、
国
民
の
体

力
向
上
、
結
核
等
伝
染
病
対
策
、
傷
痍

軍
人
や
戦
死
者
の
遺
族
に
関
す
る
行
政

機
関
の
設
置
を
働
き
か
け
、
内
務
省
衛

生
局
と
社
会
局
を
分
離
独
立
さ
せ
、
厚

生
省
が
設
置
さ
れ
た
。

一
方
、
１
９
４
７
年
に
内
部
省
か
ら

労
働
行
政
部
門
が
分
離
さ
れ
、
労
働
省

と
し
て
独
立
。
さ
ら
に
戦
地
か
ら
の
復

員
業
務
を
行
っ
て
い
た
復
員
庁
が
廃
止

さ
れ
、
厚
生
省
に
吸
収
。
そ
の
後
、
50

年
以
上
組
織
体
系
に
大
き
な
変
化
は
な

か
っ
た
が
、
01
年
に
縦
割
り
行
政
の
弊

害
を
な
く
す
た
め
の
中
央
省
庁
改
革
基

本
法
の
施
行
、
い
わ
ゆ
る
「
橋
本
行
革
」

の
断
行
に
よ
り
、
１
府
22
省
庁
は
１
府

12
省
庁
に
再
編
さ
れ
、
厚
生
省
と
労
働

省
が
合
併
し
て
厚
生
労
働
省
と
な
っ
た
。

旧
省
名
を
２
つ
並
べ
た
だ
け
の
名
称
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
融
合
し
き
れ
な

い
独
立
し
た
２
省
が
、
今
も
な
お
軒
を

連
ね
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。

橋
本
行
革
の
大
目
的
は
内
閣
機
能
の

強
化
に
加
え
、
省
庁
の
大
く
く
り
化
に

よ
る
総
合
性
・
機
動
性
を
備
え
た
行
政

の
実
現
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
厚
労
省
に
つ
い
て
は
、
そ

の
目
的
は
果
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

組
織
と
予
算
の
規
模
と
い
う
観
点
か

ら
見
て
も
突
出
し
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
で
働
く
職
員
の
総
数
は
約
３
・
３
万

人
。ま
た
年
間
予
算
規
模
は
33
兆
円（
20

年
度
）
に
も
及
ぶ
。
厚
生
労
働
省
の
次

に
多
い
の
は
総
務
省
の
16
・
７
兆
円
だ

が
、
そ
の
う
ち
地
方
交
付
税
交
付
金
が

約
15
・
６
兆
円
を
占
め
る
の
で
、
実
質

的
な
予
算
規
模
は
か
な
り
小
さ
い
。
実

質
的
な
第
２
位
は
、国
土
交
通
省
の
６
・

９
兆
円
と
な
り
、
以
下
文
部
科
学
省
の

５
・
４
兆
円
、
防
衛
省
の
５
・
３
兆
円

と
続
く
。
実
に
、
厚
労
省
の
予
算
規
模

は
、
次
点
の
国
土
交
通
省
の
約
４
・
８

倍
、
防
衛
費
の
約
６
倍
以
上
に
も
上
る
。

21
世
紀
に
入
る
と
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
伴
っ
て
、
高
度
成
長
期
の
終

身
雇
用
体
制
が
崩
壊
し
、
３
人
に
１
人

が
非
正
規
雇
用
社
員
と
い
う
時
代
と
な

っ
た
。
正
規
雇
用
と
の
格
差
拡
大
、
残

業
代
未
払
い
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、
偽
装

請
負
、
下
請
け
い
じ
め
と
い
っ
た
労
働

問
題
が
大
き
な
課
題
と
し
て
顕
在
化
し

つ
つ
あ
る
。
労
働
部
門
だ
け
取
り
出
し

て
み
て
も
、
専
門
の
大
臣
が
１
人
以
上

必
要
な
量
だ
。

創
薬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
国
際
競
争

力
強
化
、
そ
し
て
医
療
と
介
護
の
連
携

強
化
な
ど
、
課
題
山
積
の
日
本
の
社
会

保
障
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
、
よ
り
政

策
企
画
に
特
化
し
た
組
織
に
脱
皮
す
る

必
要
が
あ
る
と
筆
者
は
痛
感
す
る
。
社

会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
持
続
性
を
高
め
、

そ
の
機
能
を
さ
ら
に
高
度
化
す
る
と
い

う
厚
労
省
の
最
大
の
使
命
を
達
成
す
る

た
め
に
も
、
厚
労
省
の
分
割
は
や
は
り

必
要
だ
。

役
者
は
揃
っ
た
。
と
い
う
か
過
去
の

関
係
者
が
全
員
閣
僚
入
り
し
て
い
る
。

い
ま
を
お
い
て
実
現
の
時
は
な
い
。
菅

内
閣
で
厚
労
省
分
割「
４
度
目
の
正
直
」

な
る
か
。
期
待
・
注
目
し
た
い
。

「
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
段
階
で
、（
組
織

の
あ
り
方
を
）
検
証
し
て
い
く
」

９
月
の
総
裁
選
を
前
に
、
新
聞
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
た
菅
義
偉
官
房
長

官
（
当
時
）
は
、
厚
生
労
働
省
の
組
織

再
編
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
こ
う
答
え
た
。

菅
内
閣
は
「
国
民
の
た
め
に
働
く
内
閣
」

と
自
称
し
て
い
る
が
、
筆
者
に
言
わ
せ

れ
ば
、
安
倍
晋
三
前
首
相
ほ
ど
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
な
こ
だ
わ
り
の
な
い
菅
総
理

は
、行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る「
デ

ジ
タ
ル
庁
」
の
創
設
を
筆
頭
に
、「
行
革

内
閣
」
と
し
て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
予
測
す
る
。
す
で
に
「
脱
ハ
ン

コ
」
が
先
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
流
れ

の
な
か
で
厚
労
省
分
割
を
俎
上
に
載
せ

る
の
は
間
違
い
な
い
。

そ
も
そ
も
麻
生
太
郎
財
務
相
、
加
藤

勝
信
官
房
長
官
、田
村
憲
久
厚
労
相
、小

泉
進
次
郎
環
境
相
、
そ
し
て
河
野
太
郎

行
政
改
革
担
当
相
と
、
過
去
に
３
度
盛

り
上
が
っ
た
厚
労
省
分
割
論
議
の
立
役

者
が
勢
ぞ
ろ
い
だ
。

大きすぎてまな板に乗らない？

厚
労
省
分
割「
４
度
目
の
正
直
」な
る
か

立
役
者
が
勢
揃
い
し
た
菅
内
閣	
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